
カナダに降り立ってから一ヶ月が経過しました。私は今カナダ西岸のブリティッシュコロ

ンビア州というところで留学生活を送っています。自分にとって初めての海外ということも

あり、最初のころは、鏡に写るいつもと変わらない自分の顔に違和感を覚えるほど、周りの

世界が新鮮でした。 

こちらにやってきて最初に驚いたのは自然と動物の豊かさです。海ではラッコやクジラを

見ることができました。シャチが来ることもあるそうです。また、車で道を走っていると道

路わきに鹿がいたり、稀に熊が出没したりもします。住民も過度に恐れることなく普通に生

活をしていて、自然と共存して生きているのだなと感じます。 

学校生活についてですが、本当にいろいろな背景をもった方々がいらっしゃって、差別す

ることは一切ありません。留学生も現地の人と同じように扱ってくれます。逆に、留学生だ

からと言って向こうから声をかけてくれるわけではないので、分からないことがあれば自分

から先生や友達に聞きに行くしかないです。授業は私の学校は一科目 67 分で、１つの学期

に４科目のみしか履修できません。自分で取りたい科目を選択できるので、大学の授業に近

い形だと思います。科目も cooking や outdoor、law など、日本の学校にはないような面白

い授業がたくさんあります。 

クラブ活動においても個性的なクラブがたくさんあります。車を作って競い合うドラッグ

レースクラブやスキー＆スノーボーディングクラブ、アルティメットクラブなどがあります

が、中でも人気なのはやはりホッケークラブです。カナダではホッケーが大人気で、小学１

年生くらいのころからクラブに入って練習している人も多いです。 

私の家では土日はハイキングに行ったり、アーチェリーをしたりして過ごします。だらだ

ら過ごすということはあまりなく、休日でも朝から活動を開始します。夜はキャンプファイ

ヤーのように庭で火を起こして、マシュマロを焼いて食べることもあります。 

最初の一ヶ月はこの気候と生活に慣れるに必死で、自分から動くということが少なかっ

たように思います。自発的に行動し、自分でできることの範囲を広げていきたいです。また、

まだまだ現地のお友達が少ないので、自分から積極的に話しかけに行くよう心掛けようと

思います。たった 10 ヶ月しかない留学生活なので、有意義な時間にできるよう一日一日を

大切に過ごしていきたいです。 
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